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『ハヤーティー史』におけるジュナイド

矢　島　洋　一

Junayd in the Tārīkh-i Ḥayātī

YAJIMA, Yoichi

Among the shaykhs of the Safavid Sufi order, Junayd has been among the most 
enigmatic because of the scarcity of sources for his supposed significance in 
the history of the order. So far, we have had only brief descriptions of him in 
the Safavid historiographies and fragmentary references to him in non-Safavid 
sources. However, the recently discovered Tārīkh-i Ḥayātī, a Safavid history 
written during the reign of Ṭahmāsb I, offers some unique information about 
the personal history of Junayd as well as the history of the order itself. This 
paper aims to reexamine the activity of Junayd and its background based on 
the new source.

Junayd was exiled from Ardabīl by his uncle Jaʿfar, who was supported 
by the Qaraqoyunlu ruler Jahānshāh. The Aqqoyunlu ruler Uzun Ḥasan sided 
with Junayd against his rival and married his sister to him. Junayd invaded 
and plundered Trabzon with the military support of Uzun Ḥasan, which 
seems to have served well in the latter’s diplomatic negotiations with the 
Empire of Trebizond. His invasion of Samtskhe can also be assumed to have 
been a factor involved in international relationships. His fatal expedition to 
Shīrvānshāh followed.

Junayd’s wandering life was a product of both the conflict between the 
Safavid family and the struggle between the Turkmen dynasties. His military 
activities in connection with Uzun Ḥasan’s power and authority became 
not only a basis for the later militarization of the Safavid Sufi order but also 
a factor in the political and diplomatic situation at that time. The Tārīkh-i 
Ḥayātī reveals Junayd’s significance in the history of the order as well as of 
contemporary northwestern Iran, Anatolia, and Caucasus.
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はじめに

サファヴィー教団はその歴史の中で三つ
の力を順次獲得していった。まず始祖サ
フィー・アッディーンの時代に聖者一族とし
ての求心力を帯び，サドル・アッディーンの
時代に経済力を得て，ジュナイドの時代に軍
事力を具えたのである。そしてその三つの力
を背景としてサファヴィー朝を建設したのが
イスマーイール 1世だった。
うちサフィー・アッディーンについて伝え
る同時代史料は少ないものの，後に教団内で
作られた聖者伝が多くの情報を伝えている。
サドル・アッディーン時代の蓄財について
は，不動産目録等を通じて他のスーフィー教
団と比べても珍しいほど詳細に知ることがで
きる。イスマーイールについては言うまでも
なくサファヴィー朝内外に豊富で多彩な史料
が現存する。しかしジュナイドについては，
サファヴィー朝史書の冒頭に置かれたサファ
ヴィー教団史の中の簡略な記述や，非サファ
ヴィー朝史料における断片的な言及以外に情
報がなく，教団の性格が大きく変貌した重要
な時期であるにもかかわらず不明な部分が多
かった。しかし最近，サファヴィー教団史に
関する重要史料『ハヤーティー史』が発見さ
れたことにより，ジュナイド時代についても
従来よりはるかによく知ることができるよう
になった。本稿は，同書に基づいてジュナイ
ドの活動とその背景について再検討すること
を目的とする。

1．『ハヤーティー史』の発見

初期サファヴィー朝史の主要史料の一つ，
クンミー『歴史の精髄』の序文には，著者

が参照した六つの史書の著者達が列挙され
ている［Khulāṣat: I 3］。うち五人は既知の
史書の著者だったが1），残る一人，ハヤー
ティーMawlānā Ḥayātī Tabrīzīなる人物の
史書は知られておらず，散逸したと考えら
れていた［Glassen 1970: 12; Quinn 2000: 
43］。しかし 2017年，キューマルス・ゲレ
グルーはイラン国立図書館No. 15776写本

（1039年シャーバーン月/1630年 3–4月書
写）がハヤーティーの史書を含むことを報
告し［Ghereghlou 2017］2），翌年早くも校
訂本を出版した［Ḥayātī］。題名は本文中で
は「歴史（tārīkh）」とのみ言及されている
が，校訂者により『ハヤーティー史 Tārīkh-i 
Ḥayātī』と呼ばれており，ここでもその呼称
に従うことにする。
この発見により，『ハヤーティー史』はタ
フマースブ 1世時代に書かれたサファヴィー
教団時代からサファヴィー朝初期の時代を含
む史書であることが判明した。同書の序文に
述べられている章立ては実際の構成とは異
なるため（表），原形から改変された，ある
いは他作品と混淆した写本である可能性もあ
り，その成立過程に関してはなお検討の余地
がある。しかし同書にはサファヴィー教団史
について他書に見られない独自情報が非常に
多く，今後当該分野において必須の史料にな
るのは間違いない。『ハヤーティー史』自体
についてはゲレグルーの解説に譲り，本稿で
はジュナイドに関する同書の記述について，
特に重要と思われる部分を訳出しながら検討
していくことにする。

2．おじジャアファルとの確執

ジュナイドは，カラ・コユンル朝ジャハー

1）	 その五人とは以下の通り。Amīr Sulṭān Ibrāhīm Amīnī Haravī（Futūḥāt著者），Mīr Yaḥyā Sayfī 
Qazvīnī（Lubb著者），Mīr Maḥmūd valad-i Mīrkhvānd (sic.) Haravī（Ẕayl著者），Qāżī Aḥmad 
Ghaffārī（Jahān-ārā著者），Ḥasan Beg Rūmlū（Aḥsan著者）。

2）	 ゲレグルーはその前年に『ハヤーティー史』を利用して「ハイダル」の項目を Encyclopaedia 
Iranicaに寄稿している［Ghereghlou 2016］。
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ンシャー Jahānshāh（在位 1438–67）と結
託したおじジャアファルによりアルダビー
ルを追われる。サファヴィー朝・非サファ
ヴィー朝史料とも，ジュナイドについて言
及する際にジャアファルとの確執について
は触れないか［Futūḥāt: 36–43; Lubb: 269; 
Silsilat: 139–140; Ḥabīb: IV 425–426; ‘Ālam-
ārā: 259–265］，軽く示唆するのみである
が［Khulāṣat: I 34–36; Jahān-ārā: 261–262; 
Aḥsan: II 601–602; Âşıkpaşazâde: 330］3），『ハ
ヤーティー史』ではより詳しく両者の関係が
述べられている。

　管財人職（tawliyat）は最初，聖者たち
のスルターン，サドルの指名と遺言によ
り，スルターン・ハージャ・スルターン・
アリーに帰した。かのお方はマッカに向
かう際，管財人職をハージャ・シャイフ・
シャー（・イブラーヒーム）に命じた。そ
のお方からは，聖者性の諸国のスルターン
たるアブルガーズィー・シャー・ジュナイ
ドが受け継いだ。しかし，シャイフ・ジャ
アファルは彼に権限を与えず，彼の手をそ
の仕事に触れさせなかった。彼の後は完全
なる導師，スルターン・ハイダルに属した。

3）	 そのためか，サファヴィー教団に関する代表的な研究でもジャアファルの扱いは僅かである。たと
えばグロンケは（初期教団史を中心に扱った研究であるとはいえ）ジャアファルについては注でわ
ずかに 1回言及するのみであり［Gronke 1993: 277］，マッザウィーに至ってはその名に触れすら
しない［Mazzaoui 1972］。ロエマーは，ジャアファルがジュナイドのシーア派傾向を嫌った可能
性に触れるが，本人も述べるように根拠があるわけではない［Roemer 1989: 235］。シュティッケ
ルによるサファヴィー教団に関する最新の研究においてもジャアファルへの言及は少ないが，上の
ロエマーの見解に対して「単に教団の指導権が欲しかっただけかもしれない」という推測を付け加
えている［Stickel 2019: 104 n. 119］。

表　『ハヤーティー史』の内容

序文での章立て［Ḥayātī: 28］ 実際の構成 刊本頁
序文 1–

第 1の庭　　アリー 第 1の庭　　アリー 29–

第 2の庭　　12イマーム 第 2の庭　　12イマーム 30–

第 3の庭　　サフィー 第 3の庭　　サフィー 41–

　第 1の園　サフィーの特性（含 9芝） 　第 1～8の芝　サフィーの生誕ほか 42–

　第 2の園　サフィーの系譜 　第 2の園　サフィーの系譜 61–

　第 3の園　サフィーの道統 　第 3の園　シャイフ・ザーヒド 68–

　第 4の園　シャイフ・ザーヒド 　第 4の園　サフィーの道統 72–

　第 5の園　サドル・アッディーン 第 2の枝　　歴代シャイフ 77–

　第 6の園　歴代シャイフたち 補足　　　　サドル・アッディーン 81–

　第 7の園　アルダビール廟 　　　　　　　アルダビールの教団施設
　第 8の園　弟子たち 補足　　　　歴代管財人 89–

補完　　　　サドル・アッディーン 90–

補足　　　　高弟たち，弟子たち 94–

補足　　　　サフィー廟周囲に埋葬された弟子たち 98–

　第 5の園　歴代シャイフの没年・家族など 110–

ジュナイド 123–

ハイダル 142–

スルターン・アリー 179–

イスマーイール 200–371

※庭（ḥadīqa），園（rawża），芝（chaman），枝（shuʿba），補足（taẕyīl），補完（takmilat）
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シャイフ・ジャアファルは，彼らの間に結
び付きができるまで4）彼（ハイダル）にも
関与させなかったが，彼（ジャアファル）

の後は，管財人職は彼（ハイダル）のもの
となった。［Ḥayātī: 89］

『ハヤーティー史』もサファヴィー朝史料
である以上，イスマーイールの直系先祖であ
るジュナイドやその息子ハイダルがサファ
ヴィー教団の正当な長であるという前提には
立っているものの，二人が教団の指導権を
実質的に喪失していたことを明言している。
ジュナイドをサフィー・アッディーンから数	
えて五代目の教団指導者とする従来の理解は，	
あくまでサファヴィー朝の見解に則ったもの
であり，少なくとも教団経営については実態
を反映していないと言えるだろう。また，こ	
のような『ハヤーティー史』の直截的な性格が	
サファヴィー朝において忌避されて写本がほ
とんど伝存しない一因となった可能性もある。
このジュナイドとジャアファルの対立は，当	

時のイランにおけるカラ・コユンル朝とアク・	
コユンル朝との対立と連動したものだった。

　当時，ミールザー・ジャハーンシャーが
アゼルバイジャンと両イラクの支配者だっ
た。彼の苛立ちの思考に，かの指導者の天
の三日月（ジュナイド）が日に日に成熟の
月齢を増していき，まるで太陽の如く天空
に昇るであろうという考えが閃いた。彼は
自分の王権が陰ってしまうことを心配し，
導きの玉座の帝王すなわち気高き十全なる
導き手，アブー・アルワラーヤ・シャイ
フ・スルターン・ハージャ・アリーの息子
の一人シャイフ・ファリード・アッディー
ン・ジャアファルに手紙を送り，自発的に
でも強制的にでもかのお方（ジュナイド）

を子供や追従者たちと共にアルダビールか
ら追い出し，留まる機会を与えないように，

と伝えた。そのシャイフ・ジャアファルは
ミールザー・ジャハーンシャーの娘の一人
を自らの息子サイイド・カースィムに娶せ
て親類関係の鎖を強化し，彼の幸運の視野
に反逆の覆いをかけていたので，彼に植え
付けられた本性にして崩れた性質である悪
しく醜い本質によって（ジュナイドとの）

親戚関係の絆を血縁を切る裁断具と「我と
汝との間には，二つの東の隔たり」（Q43-
38）の対立の鋏で断ち切り，アルダビール
の住民だったシャー・シュジャーウを遣っ
て「ミールザー・ジャハーンシャーの命令
によって，あなたはアルダビールに留ま
ることができそうにありません」と（ジュ
ナイドに）伝えた。敬虔者たちのスルター
ン（ジュナイド）は同じ使者を通じてこう
伝えた。「私はいくら自らの使者を躊躇い
の道に送り，理解の飛脚を思案の道に派遣
しても，親類関係と友好の道に反して一致
の道から外れたなどという情景は見えませ
ん。なぜならあなたは理由もなく恐れの埃
を親交の鏡にかけ，一致の輪から足を踏み
出し，追従の鍵で圧制の扉を開いており，
わけもなく親族関係の巻物を「まるで書き
物を巻き上げるように」（Q21-104）巻き
取り，調和のカアバ聖域の周りを不和の歩
みで回っているからです。」［Ḥayātī: 125］

このように，姻戚関係を通じてカラ・コ
ユンル朝ジャハーンシャーと結びついてい
たジャアファルによってジュナイドはアル
ダビールを追放された。ここではジュナイド
の将来性に警戒心を抱いたジャハーンシャー
がジャアファルを操ったことになっている
が，動機としてはやや不自然に思える。むし
ろ，教団の指導権を巡るおじと甥の争いに，
前者の後ろ盾であったジャハーンシャーが介
入したと考える方が自然だろう。ジュナイド
はアルダビールを離れるとき弟子達を連れて

4）	 ハイダルがジャアファルの娘を娶って和解したことを指す（後述）。
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おり，うちルームから来ていた一派の勧めに
従ってディヤールバクルに向かってハサン
カイフに落ち着き［Ḥayātī: 126–127; Ḥabīb: 
IV 425; Ẕayl: 47; Futūḥāt: 38］，そこでジャ
ハーンシャーと対立するアク・コユンル朝ウ
ズン・ハサンUzun Ḥasan（在位 1452–78）
に接近することになる。

3．ウズン・ハサンとの姻戚関係

ジュナイドがウズン・ハサンの姉妹ハ
ディージャ Khadījaを娶ったことは多くの
史書で触れられているが，『ハヤーティー史』
でもウズン・ハサンからの手紙をも引用しつ
つ以下のように述べられている。

　その間に，敬虔者たちのスルターンの喜
びを必然とする歩みの到着を，正義と善
行の旗を掲げる今は亡き喜びの帝王，ア
ブー・ナスル・スルターン・ハサン・バ
ハードゥル・ハーン（ウズン・ハサン）が
知った。このカリフの地位をもつ一門に対
する彼の誠意と信頼は完全であったので，
舌を「神に讃えあれ。彼は我々から苦しみ
を取り去ってくださったお方」（Q35-34）
という感謝の働きへと開き，彼の高貴なる
到着を大切な機会と見做した。そしてかの
お方への手紙を書き，巻物の中で自らの誠
意と信頼を表明した。手紙の内容は以下の
通りである。
「神に讃えあれ。彼は善き者の面前に勝利
の門を開き，その望みの顔の上に贈物と恩
恵の布をかけたお方。
　　目や心により名が刻まれる前に
　　　恋人の顔の像は魂の鏡にある
存在の詩が「神の友たちには恐れがなく，
彼らは憂うこともない」（Q10-63）という
集いの上席たちの合意によって開句から作
られ，目証の光が「彼らは自らの主の導き
の上におり，彼らこそ栄誉を受ける者たち
である」（Q2-5）という人々の信頼の地平

からすべての地平に照ったとき，善に連な
る思考は常に幸運の顔を，聖者性の階位に
してカリフ位の宿所，到達の国の総督にし
て創出の仕事場への寄進者，主の開示の閃
光の昇る場にして神の慈愛の息吹が吹く
場，唯一性の花園で歌う吉報のサヨナキド
リの集いの中で独座する者，正しき聖法の
旗を掲げる者にして不信仰者たちや反抗者
たちの民を平定する者，王であり富める者
であり力ある神の恩寵によって神の道を行
き導きの道に向かう者たるお方，シャー・
ジュナイド・フサイニー・サファヴィー
―神が彼の存続によってそのカリフ位の
場を上げ，彼の出会いによって聖者性の眼
を喜ばせますように―の誠実なる信仰の
鏡に映しています。そして神の恩寵の幸運
と，果てしない援助の美徳によって，我ら
の輝く思考において確信されました。幸運
と吉兆の日々の存続や，カリフ位と王位の
柱の固定は，「商いや売買に惑わされずに
神を念ずる人々」（Q24-37）の高貴な言葉
が彼らの状態を記述しているような，開示
と奇跡の持ち主，歓喜と心的状態を備える
者たちの大志の幸運と全き美徳に拠ってい
るのだと。特に，聖者性の徴たる一族にし
て導きの巣たる一門である清浄なるサファ
ヴィー家は，各々が慎みと請願の手を彼ら
の愛の絆にかけて，彼の栄誉と幸運の手段
をそなえており，嘲笑の歩みによって反抗
の道を歩む者は皆「それは汝の主には決定
済みのこと」（Q19-71）という望みの大木
を引き抜こうとしているのです。神のおか
げで，我らの願望はこの救いの一派の友好
の雨の滴によって潤され，我らの状態の池
が水を湛える庭園はこの一族の愛の泉に
よって喜んでいます。遠隔のために邂逅の
繋がりが達成の絆に結び付いていないとは
え，王の性質の本質を聞いたことで，判断
の完全なる強化によって意志と信頼の繋
がりは「（天の）堅固な七（層）」（Q78-2）
という土台をそなえています。この贈物が
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首尾良く実現することを望みます。神の導
きに従う者に平安あれ。」
　彼（ウズン・ハサン）は，自らの貞淑な
る姉妹のうち一人の気高き女性を聖者性の
拠り所たるスルターン（ジュナイド）に娶
せることにした。使者がメッセージを伝え，
かの高位の帝王の完全なる合意と誠意を
敬虔者たちのスルターンに申し上げると，
（ジュナイドは）その内容に大いに喜び，
その意思を祝福された吉兆なるものと見做
した。その後，純潔の夫婦部屋の貞淑なる
女性ヒルヤ・アーガー・ベギ―ハディー
ジャ・ベギムとして知られ，暗い夜にその
顔を見た者は地平線の帳から日が昇る誠実
なる朝になったと思い，もし人々の目と目
の瞳が闇の帳の中で彼女の美しい顔を見た
ら，ヒジャーブのために輝いた世界を照ら
す太陽だと思った―は，カリフ位の王座
の許に連れられて来た。そして，「神の命
令は実行されなければならない」（Q33-37）
という帳簿から「我らは彼の妻を彼に相応
しくした」（Q21-90）という治癒の姿がか
のお方と貞節なる女性との間に生じていた
ので，永遠なる幸運が時代のビルキースを
善の視野にもたらし，支配の角を統治の王
座の隅に座らせた。［Ḥayātī: 127–129］

ここで，『ハヤーティー史』の記述は従来
知られていた史料と食い違うようになる。ア
ルダビールを追放されたジュナイドの行先に
ついて最も具体的に語るのはサファヴィー朝
史料よりはむしろオスマン朝史料『アシュ
クパシャザーデ史』であり［Âşıkpaşazâde: 
330–332］，ジュナイドの足跡を辿る従来の
研究もそれに拠る部分が大きい［Hinz 1936: 
25–32; Yacızı 1993: 124］5）。同書によれば，
「おじに腹を立てた（emmisine küsdü）」ジュ
ナイドはルームのオスマン朝君主ムラト 2世
（在位 1421–44, 1446–51）の許に赴き，続い

てカラマン→コンヤ→ヴァルサク→ハラブ→
ジャーニクと遍歴してからトラブゾンに侵入
して荒らし，その後ウズン・ハサンのとこ
ろに行ってその姉妹を娶ったという。これ
は『ハヤーティー史』の記述とは二つの点で
一致しない。まずルームからジャーニクに至
る遍歴は，単にディヤールバクルとハサンカ
イフの地名しか挙げない『ハヤーティー史』
とは異なっており，また『ハヤーティー史』
によればジュナイドのトラブゾン侵入はハ
ディージャとの婚姻の後のことである。この
問題を考えるために，まずはそのトラブゾン
侵入について検討してみよう。

4．トラブゾン侵入

『ハヤーティー史』ではジュナイドのトラ
ブゾン侵入について以下のように述べられて
いる。

　日に増す幸運の同行者たる主の恩恵の使
者，吉兆の鐙の随行者たる天の援助の軍隊
は，聖戦の旗を篤信なる意志と善良なる信
仰の軍に掲げ，進行の手綱をトラブゾンへ
と向けた。そして明瞭なる信仰への助力
を（神に）求め，不信仰者たちや多神教徒
たちの旗の転覆するため，「神は偉大なり」
「アッラーの他に神なし」の雄叫びを世に
上げた。その境域に着くと，トラブゾンの
総督は主の恩寵を受けた軍隊の到着を知っ
て戦いの用意をした。当時ディヤールバク
ルのスーフィーたちとスルターン・ハサン
（ウズン・ハサン）が勝利と結びついた鐙
の随行者としていた軍からなるイスラーム
軍は五千より多くはなかったが，彼らは神
の助力に頼ってこの詩を口にした。
　　戦いの日だ，戦いをなせ
　　　名誉を得るよう努めよ
　　目指す戦場が広がるまで

5）	 ただし Encyclopaedia Iranicaの「ジュナイド」の項目は『アシュクパシャザーデ史』を参考文献に
は挙げているものの，以下に述べる遍歴については触れていない［Babayan 2009］。
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　　　腹帯を馬に締めよ
　　沸き立つ時は若さを求めよ
　　　奮闘の時は引き延ばせ
　　戦闘の日には戦いの手を
　　　豹の口に入れよ
隊列が並び，槍先の歯は微笑みの中に，損
傷の風は呼吸の中にあり，死期の唇は希望
の顔に微笑みかけ，教訓を得る目は勇士た
ちの状態を見て泣いた。
　　剣の閃光がきらめいた
　　　勇者たちは獅子の如く攻めかかった
　　槍は胸を次々と貫き
　　　刃は脳天に傷を与え
　　地面は血でルビーの如く赤くなった
　　　	血の洪水がジャイフーン川の如く流

れた
世を照らす太陽が星々の軍を敗走させよう
と天の白馬に乗った時から，恒星と惑星の
首飾りが天空の首にかかって闇の宦官が不
信仰と信仰の間に介入した時まで，イス
ラーム軍の不信仰者たちに対する攻撃は続
き，獲物を捕らえる剣の打撃は増した。結
局不信仰者たちの軍隊が撃破され，その民
の多くが聖戦の剣によって「彼らの避難所
は地獄である。何と悪しき寝床であろう」
（Q3-197）の宿営地に旅荷を運んだ。逃走
を図った一団もいたが，勝利の徴をもつ聖
戦士たちは彼らを追跡してきらめく剣の的
とした。金・宝飾・宝石などの戦利品の多
さや捕虜の多さは，知性の勘定係でさえそ
の計算ができないほどだった。
　　	ルビー・紅玉でさえ物の数ではなくなり
　　　金銀にとっては市場も廃墟となり6）

　　女や男の捕虜であふれ
　　　その年貧しい者はいなくなった
その後（ジュナイドは）目標の手綱をトラ
ブゾン城塞の征服に向けた。城砦内にいた
多神教徒たちは躊躇いもなく降りて来て城
砦を引き渡した。敬虔者たちのスルターン

は偶像堂の破壊と偶像の打ちこわしを命じ
た。短時間で教会の建物と多神教徒たちの
礼拝所は壊滅させ，アブラハムの如く良き
信仰の火種と借り火のキリスト教徒の息に	
より偶像を破壊し，多神教徒たちをイスラー	
ムの栄誉に浴させた。そしてかつて「彼の
両親はユダヤ教徒かキリスト教徒」という
教師から「神は三（位）の三番目である」	

（Q5-73）と吹き込まれていたが，「知れ，アッ	
ラーの他に神はなし」（Q47-19）と言うよ
うになり，「ムハンマドは汝らのうち誰か
父親ではない。しかし神の使徒であり預言
者たちの封印である」（Q33-40）の意義を
承認した。敬虔者たちのスルターンはそこ
から無事にハサンカイフに向かった。スル
ターン・ハサンが信仰に誠実な聖戦士たち
のこの明確なる勝利を聞くと，安堵の花園
に希望のバラが咲き，彼の状態の庭園は
瑞々しく緑になった。［Ḥayātī: 130–132］

このトラブゾン侵入については他のサファ
ヴィー朝史料における言及は少なく，タフ
マースブ 1世時代の二つの史書で僅かに触
れられているに過ぎない。まずガッファー
リーは「（ジュナイドは）そこ（ディヤール
バクル）から勝利の徴を持つガーズィー達
の一隊と共にトラブゾンに対する聖戦に向
かい，その後チェルケス人に対する聖戦を
意図してシルヴァーンに出立した」［Jahān-
ārā: 261］とごく簡単に述べるのみで前後の
事情には全く触れない。一方ブーダーク・
ムンシーはジュナイドとハディージャとの
婚姻について触れた後，「しばらくしてから
彼（ジュナイド）はトラブゾンの方に行き，
860年にそこで殉教した」［Javāhir: 109］と
述べるが，没地・没年とも誤っている。一
方『アシュクパシャザーデ史』は「（ジュナ
イドは）そこ（ジャーニク）からトラブゾン
に向かった。トラブゾンの長（beğ）も軍を

6）	 あまりに多くの戦利品を得たため，それと比べると普段多くの財物が飛び交っている市場さえまる
で廃墟のように侘しく見えるほどだった，の意。
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集めて迎え撃った。（ジュナイド軍は）トラ
ブゾン軍と戦った。トラブゾン軍を破った。
トラブゾン地方を荒らした。」と述べている
［Âşıkpaşazâde: 331］。
従来知られていた史料の中でこの出来事を
最も詳しく記すのはビザンツ史料，特にラ
オニコス・カルココンデュレスの史書であ
る。同書によると，「アルタビレス（Artabilēs 
< Ardabīl）という名のズュケス（zychēs < 
shaykh?）」の侵入を受けたトラブゾン側は
水軍をも投入して迎え撃とうとしたが，結
局皆逃げ出してしまったという［Chalkokon-
dyles: 308–313］。シュクロフはこの「アルタ
ビレス」をジュナイドに比定し，当時のポン
トス地方における疫病流行の年代や，ジュナ
イドに続いてトラブゾンを襲ったオスマン
朝の将軍ヒズルKhiżr（Ḫıżır）の行動の年
代比定などを根拠に，その侵入を 1456年初
夏の出来事と推定する［Shukurov 1993］。5
年後の 1461年にトレビゾンド帝国はオスマ
ン朝によって滅ぼされるので，同帝国再末期
の事件ということになる7）。
以上の既存史料に対して『ハヤーティー
史』が新たに加える情報は，この行動とウズ
ン・ハサンとの密接な繋がりである。ジュナ
イド軍にウズン・ハサンからの援軍が加わっ
ていたこと，またその戦功にウズン・ハサン
が満足したことに触れられている。トラブゾ
ンは当時ウズン・ハサンの支配域の外縁部に
あたっており8），彼にとってジュナイドへの
協力は支配域周辺での軍事活動の一環だった
と思われる。また同時にウズン・ハサンは
1456年以降トレビゾンド帝国と同盟交渉を

進めており，1458年にヨアンネス Iōannēs 4
世（在位 1429–58）の弟で直後にその後継者
ともなるダヴィド David（在位 1458–61）の
娘デスピナ Despinaを娶っている［Woods 
1999: 88］。ウズン・ハサンにとって，ジュ
ナイドのトラブゾン侵入はトレビゾンド帝国
に対する揺さぶりとなり，その交渉を有利に
する材料の一つとなっただろう。
なおウズン・ハサンとデスピナの娘マル
タMarta（ハリーマḤalīma，アラムシャー
ʿAlamshāhとも呼ばれる）とジュナイドの
息子ハイダルとの間に生まれたのがイスマー
イールである。サファヴィー朝史料における
この侵入に関する言及の少なさは，王朝創設
者の父方の祖父が母方の祖母の郷里を侵略し
たことへの言及を避けた結果かもしれない。
ここで再び前述の『アシュクパシャザーデ
史』と『ハヤーティー史』との齟齬について，
ジュナイドのトラブゾン侵入を当時の国際関
係の中に位置付けつつ検討すると，やはり後
者の方が信憑性が高いようである。『アシュ
クパシャザーデ史』に基づけば，ジュナイド
は各地を放浪した後に何の後援もなくトラブ
ゾン軍を圧倒し，その後にトレビゾンド帝国
と同盟交渉中のウズン・ハサンと姻戚関係を
結んだという，不可能とは言えないまでも聊
か不自然な状況を想定しなければならなくな
る。それよりは『ハヤーティー史』が伝える
ように，姻戚関係を背景にウズン・ハサンか
ら兵力を借りたジュナイドがトラブゾンを荒
らし，ウズン・ハサンはそれを圧力としてト
レビゾンド帝国との外交交渉に利用した，と
考える方が自然だろう9）。

7）	 ただし，カルココンデュレスの記事ではこの侵入がヨアンネス 4世の即位（1429年）に続いて「し
ばらく後（meta de tinas chronous）」のことだとされており，ジュナイドの活動期には合わない
ことになる［Savvidēs 2009: 150］。しかしこのトラブゾン侵入に関する箇所は同書に対する同時代
の加筆であることが知られているので［Kaldellis 2014: 21–22］，別典拠からの挿入時に年代的な
齟齬が生じたと考えられる。

8）	 当時のウズン・ハサンの支配域を示す地図として，Woods［1999: 76］やHewsen［2001: 142］を参照。
9）	 ロエマーはジュナイドのトラブゾン侵入はウズン・ハサンの宮廷に現れる前であったことを前提

に，ジュナイドが自分の保護者であるウズン・ハサンの宮廷からその親類への攻撃に向かうことは
考え難い，と述べているが［Roemer 1989: 238］，ウズン・ハサンがトレビゾンド帝国と姻戚関係
を結んだのはその侵入の 2年後のことである。
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その後ジュナイドはアルダビールに帰ろう
とするが，やはりおじジャアファルに阻まれ
ることになる。

　（ジュナイドは）ディヤールバクルから
教導の家アルダビールに向かった。ミール
ザー・ジャハーンシャーは敬虔者たちのス
ルターンがアルダビールに入る前に，かの
お方がスルターン・ハサンと一致と友好
の姻戚関係を結んでいたこと，また彼ら
がディヤールバクルから故郷に向かって
いることを知り，再び急使によってシャ
イフ・ジャアファルに手紙を送った。「今
回はシャイフ・ジュナイドを出迎えてや
れ（＝殺せ）。もしその狙いが実現しなけ
れば，再び町から追い出せ。」シャイフ・
ジャアファルは再び敵意と反抗の旗を掲
げ，羞恥の文字を自らの状態のページから
抹消した。そしてアルダビールの人々を，
かのお方（ジュナイド）を子供や追従者
共々殺害と追放をするよう促し，自らの冷
酷な弁明と忘恩の心を「岩のように固く，
いやもっと固く」（Q2-74）し，男気や親
類関係をまったく顧みなかった。［Ḥayātī: 
132–133］

ジュナイドは一度はアルダビールに入った
ものの，人々の敵意を感じたため結局そこを
出て，数日間町の外に留まった後にシール
ヴァーンシャーとの戦いに向かうことを決心
する10）。

5．サムツヘ侵入

次いで『ハヤーティー史』は，ジュナイド
の「クルクラのグルジスターン（Gurjistān-i 

Qurqura）」侵入について述べる。クルク
ラとは，南西グルジア～北東アナトリアの
サムツヘ Samtskhe（中心都市アハルツィ
ヘ Akhaltsikhe）を指す。この地方はイル
ハーン朝期以来アタベクの称号を与えられ
たジャケリ家が統治しており［北川 1977; 
Bedrosian 1979: 182–185; Kırzıoğlu 1992: 
148–162; Peacock 2012］，クルクラとは君主
名クヴァルクヴァレ（Q’varq’vare）に由来
する。当時の君主もクヴァルクヴァレ 2世
（在位 1451–98）である。

　トラブゾンに対する聖戦の後，栄光の旗
はクルクラのグルジスターンの方へと進撃
の手綱を向けた。なぜなら敬虔者たちのス
ルターンは11），多神崇拝と頑迷さの持ち主
たちに対する聖戦への限りない志向と言葉
にできないほどの望みを持っていたからで
ある。そして彼は，「財産と生命をかけて
神の道において努力した者たちは，神の許
で最高の位階を得る」（Q9-20）という気
高き報酬を望み，一時たりとも寝床で休息
することはなかった。そして再び聖戦の旗
はハサンカイフから移動を重ねて二千人の
憎悪を抱く戦士たちと共にクルクラのグル
ジスターンの周囲に到達した。クルクラは
勝利の痕跡をもつ軍隊の到着を知ると，不
信仰者たちからなる無数の兵を集めて敬虔
者たちのスルターンを迎えた。しばらくし
て両隊列が激突した。
　　山の如き両軍は動き出し
　　　その鳴動で世界が慄いた
　　角笛の呻き声がとどろいて
　　　手足に熱と震えが生じた
聖戦士たちのバフラームの報復の剣が突然
の厄災の如く不信仰者たちの頭上に振り下

10）	『ハヤーティー史』はこの部分に続けて，信頼できる情報によればジュナイドがアルダビールに向
かった時既にジャハーンシャーは死んでいたことが分かる，と言い添えているが，年代的にはあり
得ない。またシュティッケルはḤabīb等を根拠に「ウズン・ハサンはジャハーンシャーに勝利し
た後ジュナイドを再びアルダビールに据えた」と述べているが［Stickel 2019: 103］，史料の当該
部分にそのようなことは述べられておらず，何らかの誤解と思われる。

11）	 原文 sulṭān al-azkiyā’の後に後置詞 -rāを補って読む。
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ろされ，血を吸う矢の鏃が正確な意味の如
く心臓に突き刺さった。血液は血管内で沸
騰し，心臓は身体の中で叫んだ。剣は頭の
中で奥まで達し，槍の舌は霊魂と共にしゃ
べり出した。
　　混乱が起こり，戦いは続いた
　　　誰もが剣と矢に手をかけ
　　剣はよく研がれて輝き
　　　一瞬たりとも仕事を怠らなかった
　　槍はよく肝臓に達して
　　　ただちに胸の秘密を知らせた
そして，夜色の黒き幕の軍団が青き日の幸
運の額に突撃し，中国からホータンまで，
イエメンからアデンまでを暗黒にした。
　　夜の麝香の巻毛が梳られ
　　　夜陰の印が世に書きつけられた
戦闘の門が開かれた。不信仰者たちの軍は
自らの状況のページに無力と危機の跡を見
いだすと，手を逃走の裾にかけ，堅固な場
所と堅牢な地に避け場を求めた。勝利の行
為たる聖戦士たちは彼らを追跡し，略奪の
手をグルジア人たちの財産に開き，村々や
地域から多くの戦利品を手にし，無数の捕
虜を得てそこから移動してアゼルバイジャ
ンに向かった。［Ḥayātī: 134–135］

ジュナイドのこのサムツヘ侵入について
は他史料には記録がほとんどなく，わずか
に『アシュクパシャザーデ史』がジュナイ
ドが不信仰者に対する聖戦のためにアヒスハ
（アハルツィヘ）とグルジスターンに向かう
ことに触れているのみである［Âşıkpaşazâde: 
331］。またこの出来事はグルジア側の史料
にも記録がないが，もともとこの時代はグル

ジア史料の空白期なので12），史料上の記述が
僅少であることはジュナイドのサムツヘ侵入
自体を疑う理由にはならない。むしろ『ア
シュクパシャザーデ史』が僅かに触れている
出来事が『ハヤーティー史』によって確認さ
れたと考えるべきだろう。
この『ハヤーティー史』の記述からは単に
ジュナイドがサムツヘを侵略し略奪行為をな
したという事実しか分からないが，諸史料に
見える以下の三つの情報は，この侵入の意義
を考える手掛かりになると思われる。
（1）アルメニア史料トヴマ・メツォペツィ
『ティムールとその後継者の歴史』に，アル
メニア暦 889年（ユリウス暦 1440年）に
ジャハーンシャーが「アルダビールの邪悪な
指導者とすべてのカーディーとムダッリスを
（ev zch‘ar arrajnordn Artavilu ev zamenayn 
ghati ev zmutarris）」連れてグルジアに侵入
したという記事が見える［T‘ovma: 119–120; 
Javakhishvili 1948: 40］13）。この「アルダビー
ルの指導者」がサファヴィー家の人間である
とすれば，時期的にはジュナイドの父ハー
ジャ・アリーを指すと思われるが，ジャハー
ンシャーと結んでいることからジャアファル
かもしれない。いずれにせよ，アルダビール
の有力者がグルジアに侵入したのはジュナイ
ドが初めてではなかったことになる。
（2）ウズン・ハサンも何度か対グルジス
ターン遠征を行っており，うちジュナイド
存命中に行われたものがグルジア・ペルシ
ア・アラビア語史料に見える［Kartlis: 477; 
Brosset 1849: 687–688; Diyārbakrīya: 376 ff.; 
Ḥawâdith: 321; Woods 1999: 253–254 n. 5］。
ただしその年代には史料により相違がある

12）	 所謂『グルジア年代記』は 14世紀で断絶しており，18世紀になって編纂された『新グルジア年代
記』も 15世紀については極僅かな記事しかない。そのためグルジア史の概説でもこの時代につい
ては記述が少ないのが常である。ピーコックによるジャケリ家の通時的研究でもやはりこの時代に
関する情報は少ない［Peacock 2012: 56］。

13）	 カラコユンル朝とティムール朝との抗争に乗じて独立を強めていたグルジア王アレクサンドレ
Aleksandre 1世（在位 1412–42）は，ジャハーンシャーへの貢納を拒否したため侵攻を受けた
［Kirakosyan 1997: 100］。この出来事はアルメニア写本の奥書にも記録されている［Sanjian 1969: 
192］。
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［Woods 1999: 255 n. 10］。
（3）教皇ピウス 2世（在位 1458–64）の著
作に，1459年にクヴァルクヴァレ（Gorgora）
がブルゴーニュ公国に宛てた書簡が引用
されている［Tamarashvili 1902: 594–596; 	
Javakhishvili 1948: 68］。その中でクヴァル
クヴァレは，キリスト教徒が協力してテュル
ク人と戦おうと呼びかけている。さらに翌年，
ウズン・ハサンとクヴァルクヴァレは共にピ
ウス 2世に使者を送っている［Commentaries: 
70–71］。
このように 15世紀半ばにはアルダビール
のシャイフやテュルクメン諸勢力がたびたび
グルジスターンに侵入しており，そのことが
当時の国際関係を動かす要因になっていたよ
うである。勿論それら度重なる侵入の一つに
すぎなかったジュナイドの行動はその主因
だったとまでは言えないが，要因の一つに数
えることはできるだろう。

6．ジュナイドの最期

その後ジュナイドはシールヴァーン
シャー・ハリール・アッラー Khalīl Allāh 1
世（在位 1417–62）との戦いに赴き敗死す
ることになる。『ハヤーティー史』によれば，
両者の対立を煽ったのもまたジャアファル
だった。

　ハリール・アッラー・シールヴァーニー
のもとにシャイフ・ジャアファルの手紙が
届いた。
「シャイフ・ジュナイドはずっとカリフ位
への願望を抱いており，常に侵略の野心を
抱いています。彼がディヤールバクルに向
かう前に，信頼できる者たちの協力で心配
を取り除きましょう。我々は，ミールザー・
ジャハーンシャーの命令で彼をアルダビー
ルから追放しました。彼はやむを得ずディ
ヤールバクルの方に行きました。スルター
ン・ハサン（ウズン・ハサン）はミール

ザー・ジャハーンシャーに対して抱いてい
た憎悪のゆえに，（ジュナイドとの）友情
の繋がりを姻戚の規範によって強化しまし
た。そしてカリフ位の一家の弟子たちの一
団が，シャイフ・ジュナイドがシャイフた
ちの許から教導の幸運によってこぼれたに
も関わらず，彼に付き従っています。彼を
排除することが御自分に必要だと考え，彼
という文字を存在のページから抹消した方
がいいですよ。」
　シールヴァーンシャーはシャイフ・ジャ
アファルが敬虔者たちのスルターンにとっ
て最大の敵であることを知っていたので，
彼（ジャアファル）の誘惑と煽動によっ
て正しき道から足を踏み外した。［Ḥayātī: 
138］

『ハヤーティー史』はジュナイドとシール
ヴァーンシャーとの戦いに多くの頁を割いて
いるが，その内容にはあまり目新しい情報は
ないようである。ここではジュナイドの死の
場面のみ引用しておこう。

　敬虔者たちのスルターンに向けて方々か
ら矢の雨が射掛けられた。一人の親指から
放たれた矢によって彼の生命の継続が断ち
切られ，彼の（神の）恩寵に満ちた魂は栄
光と芳香の歓楽場たる恵みの楽園の住人と
なり，喜びの破壊者（死）の占有の手が彼
の生命の基盤を破壊した。そしてシール
ヴァーンシャーはこの大きな恐怖と重い出
来事を犯したことにより，自らの住処を
「まさに地獄こそ住まいである」（Q79-39）
の場所に定めた。しかし，不変の天命に抗
うことはできず，不変なる（天命の）差配
には逆らえない。厳格なる（神の）決定が
意志の鎖の天命を揺り動かす時，（神は）

海の中の月さえ空中へと達せしめ，天高く
飛ぶ鳥さえ地面の奈落へと落とすのであ
る。物事の本質を知る者は卑しい現世の虚
栄には目もくれず，消滅の世界などより存
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続の喜びをこそ好んだ。彼と結婚の契りを
結ぶ者の望みの手は願いの胸には達せず，
彼との逢瀬の絆を結ぶ者は心から願おうと
も彼から一夜とて享受しなかった。なぜな
ら，彼において創造主の存続と被造物の消
滅は避け難いものだからである。［Ḥayātī: 
141–142］

おわりに

ジュナイドの死後，息子ハイダルはジャア
ファルと和解してその娘を娶る。

　このようにしてかのお方（ハイダル）が
1～2年にわたってアルダビールに留まる
と，シャイフ・ジャアファルにおいて心の
粗野が柔和へと変わり，時には「神は汝ら
に，預けられたものをその持ち主に返すよ
う命じる」（Q4-58）という言葉に従って
完全なる導師（ハイダル）を教導の地位に
据えようという考えが彼の思念に現れた
が，再び悪魔の囁きと邪魂の欲求が彼の正
義の裾を掴み，彼はミールザー・ジャハー
ンシャーの方を気にかけ，彼との姻戚関係
の泉を濁らせようとはしなかった。雨雲が
心地よい芝の庭に天幕を広げ，アトラス織
のテントが錆色の天をリスのような灰色の
背に背負い，スミレが美女たちの巻き毛の
如きバラのまわりに頭を出し，ヒヤシンス
が香で書いた甘い言葉の文字のような野生
のチューリップと共に現れ，（神の）力の
文字で土のページに「我らはそこに泉を涌
かせる」（Q36-34）という字が書かれ，芝
の上に広げた草のエメラルドの板に「神
の慈悲の跡を見よ」（Q30-50）という姿が

（現れた）季節，シャイフ・ジャアファル
は自らの貞節の娘たちのうちの一人，素晴
らしい善意から生まれた貞淑な女性，「人
間もジンも彼女たちに触れたことがない」
（Q55-58）という夫婦部屋から出た貞節な

女性を，完全なる導師に娶せた。彼女の頬
の優美さは天国のフールたちを嫉妬の炎で
焼き，その歩みの優雅さは直立する糸杉に
艶めかしさを教えるほどであった。…（中
略）…カリフ位の宝石箱の真珠，聖者性の
星，サイイド・ハサン・ミールザーがその
高貴な女性から生まれた。そしてその姻戚
関係の絆により，完全なる導師とシャイ
フ・ジャアファルとの間の友好の鎖に強化
が生じ，（父ジュナイドから）受け継いだ
敵意は完全に良好へと変わった。［Ḥayātī: 
148–149］

ジャアファルの心変わりの理由はここには
示されていないが，後ろ盾であったジャハー
ンシャーが 1467年に没しカラ・コユンル朝
も没落してしまったことが背景にあったのは
間違いないだろう。ジュナイドとジャアファ
ルとの確執に始まるサファヴィー家内部の対
立は，最初から最後までテュルクメン諸王朝
の動向と連動していたのである。
おじジャアファルによってアルダビールを
追われたジュナイドは，姻戚関係を結んだウ
ズン・ハサンの勢力に便乗して各地を荒らし
回りながら信奉者たちと共に戦闘の経験を積
んでいったと思われる。それらの戦いは，ト
ラブゾンでもサムツヘでも大量の戦利品を得
たことから見て略奪行為の面があったのは間
違いないが，『ハヤーティー史』含めサファ
ヴィー朝史料ではジュナイドが不信仰者に対
して積極的に行った聖戦とされている。それ
は，追放されアルダビールを不在にしていた
ジュナイドの後半生を肯定的に説明するため
に都合の良い解釈だったろう。そしてジュナ
イドの死後その集団を継承したハイダルが
ジャアファルと和解したことにより，サファ
ヴィー教団はジュナイドらによって培われて
きた軍事力を取り込むことになった。このよ
うに『ハヤーティー史』はサファヴィー教団
が軍事力を具えていく過程とその背景をかな
り明確にしてくれる。
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ジュナイドは後ろ盾であったウズン・ハサ
ンの力を大いに利用していたが，一方ウズ
ン・ハサンにとっても，直接的には軍事行動
のための兵力として，間接的には外交交渉を
有利に運ぶための圧力として，ジュナイドは
格好の手駒だった。政治的変動期にあった 15
世紀半ばの北西イラン・アナトリア・コーカ
サスに出没したジュナイドの行動は，各地の
政治や外交に直接間接に影響を与えていた。
『ハヤーティー史』はそれらの過程につい	
て考える上でも貴重な史料と言えるだろう。
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